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上流の責任ある調達から、自社の開発・運用、顧客・社会への価値提供までを一貫して管理

上流
サプライヤ・調達先

自社の事業活動
企画・開発・構築・運用

下流
お客さま・社会

1 サステナブル
サプライチェーンマネジメント

責任ある調達

環境負荷の低減

労働者の人権尊重

リスクモニタリング

是正支援・能力開発

ESGリスクを管理したインプット

2 責任あるテクノロジーの
利用とAI倫理

責任ある開発・提供・利用

人権・倫理への配慮

透明性と説明責任

安全性・信頼性の確保

AIリスク管理

責任ある価値創造プロセス

3 セキュアでサステナブルな
製品・サービスの提供

安全・安心なシステム

顧客のセキュリティ向上

顧客のSXへの貢献

ITのサステナブル化

社会への価値提供

顧客・社会へのポジティブインパクト

責任ある調達 → 責任ある開発・運用 → 責任ある価値提供

NTTデータグループ：責任あるバリューチェーンマネジメント（VCM）
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物理的リスクによる被害が深刻化すると・・・ ＊VCMでは，この他に地政学リスク、規制リスクも検討
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責任ある調達 → 責任ある開発・運用 → 責任ある価値提供

機器調達の遅延／
電力・通信供給の中断／
委託業務の停止

開発・構築の遅延／
システム稼働の中断／
保守・復旧対応の遅延／
データセンターサービスの提供
中断（停電・浸水・欠勤）

顧客業務の停止／
社会向けサービスの中断／
導入・利用開始の延期
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本日のテーマ： レジリエンスの構築・維持における主要な推進要素
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特に①と④を中心に取り上げる

（出典：金田作成）

図にしてみると・・・
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⑫
サステナビリティ・トラ
ンスフォーメーション

（SX）

①
社外からの情報収集

➁
事業計画策定

（P）

③
社内への情報発信
（社員浸透）

④
実践活動
（D）

⑤
製品・サービス提供

活動

⑦
社会貢献活動

⑥
事業プロセス改善

活動

⑧
社内からの情報収集

⑨
内部評価
（C）

⑩
社外への情報発信

⑪
外部評価・改善

（A）

パーパス・ミッション・ビジョン・マテリアリティ・
KGI・KPI・具体的活動の設定や見直し

内部監査・事業計画とのギャップ分析、
評価体の整理

ステークホルダー・
ライツホルダー評価

ルールメイキングコミュニティ、インフルエンサー、
個別国連機関・政府・NGOへの働きかけ

社内イントラ構築、社内セミナー、
社内研修、体験型ボランティア

漏れの無い活動情報の収集、
収集システムの構築

社外Webサイト・SNS・各種報告書・広告
イベント登壇での発信、アンケート対応、法定開示

各種社会・環境課題解決型ビジネス

寄付・寄贈・プロボノ・ボランティア
自主プログラム・財団助成

中計・M＆A等のタイミングで、或いは、それを待たずに
経営の在り方自体をダイナミックに刷新

CSV

CSR

フィラン
ソロピー

社会と企業の持続可能性向上を目指した
CSV、CSR、フィランソロピー活動のアラインメント

サステナビリティ経営推進の12ステップモデル パフォーマンス戦略 コミュニケーション戦略 マネジメント戦略

人権、労働、環境、取引先課題、消費者課題、
法令順守、リスク管理、ガバナンス、情報開示
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社会と企業の持続可能性向上を目指した
CSV、CSR、フィランソロピー活動のアラインメント

「物理的リスクへの対応」 の位置づけ パフォーマンス戦略 コミュニケーション戦略 マネジメント戦略
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③能力

①ガバナンス

④連携

②データと
ツール

レジリエンス
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